
グリーンハウス用ＣＯ２トランスミッタ aSENSE™ GH 

 
SAKAKI CORPORATION
Document 
PSH 105 

Rev 
2 

Page 
1 (2)

SCmf 
20180628 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標準仕様 
対象ガス ...................... ＣＯ２（二酸化炭素） 

動作原理 ..................... ＮＤＩＲ（非分散型赤外線吸収法）方式 

測定範囲 ..................... ０～２０００ｐｐｍ 

ＯＵＴ１ ......................... ０～１０Ｖ/２～１０Ｖ=０～２０００ｐｐｍ 

 （または０～２０ｍＡ/４～２０ｍＡ） 

ＯＵＴ２ ......................... ＤＣ０～１０Ｖ/２～１０Ｖ=０～５０℃ 

 （または０～２０ｍＡ/４～２０ｍＡ） 

Ｄ/Ａ変換精度 ............. ±２％ｒｄｇ±５０ｍＶ 

精度 ............................ ±３０ｐｐｍ±３％ｒｄｇ 
外形寸法 ..................... １４２×８４×４６ｍｍ（Ｈ×Ｗ×Ｄ） 

センサ予測寿命 ........... ＞１５年 
動作温度範囲 .............. ０～５０℃ 
動作湿度範囲 .............. ０～９５％（結露なきこと） 
供給電源 ..................... ＡＣ/ＤＣ２４Ｖ 
消費電力 ..................... 平均＜３Ｗ 
通信 ............................ ＵＡＲＴ（Ｍｏｄｂｕｓ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

製品のご紹介 

aSENSE™ GH“グリーンハウス”は完全デジタル・ローコ

ストのトランスミッタです。雰囲気空気の温度・ＣＯ２濃度の

両方を測定し、それらのデータをデジタル出力信号に変

換、制御システムに送信します。 
aSENSE™ GH は３０００ｐｐｍまでのＣＯ２濃度を測定し、

そのデータを０/２～１０Ｖまたは０/４～２０ｍＡのアナログ出

力信号に変換します。オプションで湿度センサの組込みも

可能です。 
 

用途 

二酸化炭素は全ての様態の生命にとって必要であり、あら

ゆる種類の植物、バクテリア、ニワトリなどの生育に不可欠

なパラメータとなっています。 

aSENSE™ GH に敵った用途はしたがってグリーンハウス、

キノコ栽培所など農業用、さらに園芸用、医療用インキュ

ベータなどＣＯ２濃度および温度に基づく環境の管理・制

御です。 
aSENSE™ GH は特殊コーティングされたＰＣＢと特製の

防塵・防湿フィルタにより上述の環境に適合します。 
 
長所 

 最新のＮＤＩＲ技術を採用したＣＯ２測定 

 通常用途ではメンテナンスフリー 

 保護膜付サンプルチャンバーによりＣＯ２センサの長期

安定性・高信頼性・高精度を実現 

 高信頼性・高精度の内蔵ＮＴＣサーミスタ 

による温度測定 

 特殊コーティングされたＰＣＢと特製フィルタ 

を装備したハウジングにより完全防塵・防湿 

 プログラミング可能な２つのセンサがアナログ出力ＤＣ０

/２～１０Ｖまたは０/４～２０ｍＡで外部モニター・制御機

器に接続 

 オプションのＲＳ４８５デジタルインターフェースでＰＣ・

高機能制御ネットワークシステムに接続 
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一般性能： 
 適合規格 ........................................ ＲｏＨＳ指令２０１１/６５/ＥＵ 

 動作温度範囲 （※１） ..................... ０～５０℃ 

 保存温度範囲 ................................. -２０～５０℃ 

 動作湿度範囲 ................................. ０～９５％（結露なきこと） 
 ウォームアップタイム ........................ １分（フルスペック≦１５分）  

 センサ予測寿命 .............................. ＞１５年 

 メンテナンスインターバル ................ メンテナンスフリー（推奨メンテナンスインターバル＞５年 （※２、３） 

  自己診断 ........................................ センサの完全な機能チェック 

  状態表示ＬＥＤ ................................ 黄=メンテナンスサポート、赤=リレー閉 

  ディスプレー(“-D”モデル) ............... ４桁、７セグメントＬＣＤ、ｐｐｍ/℃/％表示
 

電気・機械的特性： 
 供給電源 ........................................ ＡＣ/ＤＣ２４Ｖ±２０％、５０/６０Ｈｚ 

  消費電力 ........................................ 平均＜３Ｗ 
  接続ケーブル ................................. 線径１.５ｍｍ２ｍａｘ 

 主端子............................................ ネジ端子台 

 デジタル/アナログ入力 ................... バネ端子台 

 ＵＡＲＴコネクタ ............................... ５ピン、２.５４ｍｍピッチ、スライドコネクタ 

ＣＯ２測定： 
 
 測定方式 ........................................ ＮＤＩＲ（非分散型赤外線吸収法）方式、アルミ蒸着処理光学セル、 

  ＡＢＣ（自動バックグラウンド校正）アルゴリズム、受動ガス拡散方式（可動部なし） 

 応答時間（Ｔ１/ｅ） ................................ ＜３分 

 精度 ............................................... ±３０ｐｐｍ±３％ｒｄｇ 

 年次ゼロドリフト （※２） ................... ＜±１０ｐｐｍ 

  気圧依存性 .................................... ＋１.６％ｒｄｇ（通常圧力１００ｋＰａからの偏差ｋＰａ当り） 

  測定範囲 ........................................ ０～２０００ｐｐｍ 

温度測定： 
 動作原理 ........................................ ＮＴＣ（負特性）サーミスタ 

 測定範囲 ........................................ -２０～６０℃ 

 精度 （※６）/デジタル分解能 ......... ±１℃/０.１℃ ディスプレー表示、０.０１℃ ＵＡＲＴ出力時 

出力： 

 アナログ （※５） 

 保護 ............................................... 自動復帰型ＰＴＣヒューズ（信号グランドＭ上）、短絡保護回路 

 出力リミット ...................................... 全ての出力に対してＭＩＮおよびＭＡＸリミットを個別に設定可 

 リニア出力ＯＵＴ１・２ ....................... ＤＣ０/２～１０Ｖ、ＲＯＵＴ＜１００Ω、ＲＬＯＡＤ＞５ｋΩ（オプションにてＤＣ０/１～５Ｖ） 

  ０/４～２０ｍＡ、ＲＬＯＡＤ＜５００Ω 

 リニア出力ＯＵＴ４ ........................... ＤＣ０～１０Ｖ、ＲＯＵＴ＜１００Ω、ＲＬＯＡＤ＞５ｋΩ 

 Ｄ/Ａ分解能 .................................... １０ｂｉｔ、１０ｍＶ/０.０１６ｍＡ 

 Ｄ/Ａ変換精度 ................................ 電圧モード： ±２％ｒｄｇ±５０ｍＶ 

  電流ループ： ±２％ｒｄｇ±０.３ｍＡ 

 ＯＮ/ＯＦＦ出力 

 リレー（ＯＵＴ３） ............................... 絶縁Ｎ.Ｏ.接点、１ｍＡ/５Ｖ～１Ａ/ＡＣ５０Ｖ/ＤＣ２４Ｖ 

 オープンコレクタＯＵＴ４ .................. ＯＮ/ＯＦＦモードで、ｍａｘ０.５Ａ/ＤＣ５５Ｖ 

 ＵＡＲＴシリアルＣＯＭポート 
 プロトコル ........................................ SenseAir プロトコル（“comprot 0700xx rev3_04.pdf ”参照） （※６） 

 ＰＣインターフェース ........................ ＲＳ２３２Ｃ－ＵＡＲＴケーブル、スライドコンタクトおよびドライバー付 

 ＰＣユーザーインター ....................... ＵＩＰバージョン４.０（以上） （※５） 

 フェースプログラム 

 ＲＳ４８５ネットワーク通信 .................. （オプションコード“-485”）ＲＳ４８５ターミナルスライドオンポート、 

  （オプションにてＭｏｄｂｕｓ） 

 ＬｏｎＷｏｒｋｓTM ................................. （オプションコード“-LON”）ＬｏｎＷｏｒｋｓTM 増設ＰＣＢ 
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※１： 定格動作温度よりも低い温度で使用する場合はヒーターボックスをご用意ください。 

※２： 通常のＩＡＱ（屋内空気質）アプリケーションにおけるものです。産業用のアプリケーションによっては、１年毎のゼロガスパージが必要で、 

 これによりＣＯ２センサが自動的に再校正されます。 

※３： “-RH”モデルを高温、多湿環境で使用する場合は湿度プローブの定期的な校正が必要です。 

※４： 記載の仕様はシステムグランドＧ０、ＧＮＤまたはコモン信号グランドＭに接続された出力負荷に対して有効です。 

※５： センスエア社 www.senseair.com または弊社 www.sakakicorporation.co.jp ホームページからフリーダウンロードできます。 

※６： 詳細については弊社までお問合せ下さい。 
 

型番 製品名 特長 

０４５-７-００２７ aSENSE™ GH 4% Disp ティスプレー付、０～４％（ＣＯ２） 

０４５-８-００６３ aSENSE™ GH Disp ディスプレー付 


